
学部名 学科名 出　題　科　目 選　択　方　法

薬学部　　　 薬学科

化学，生物，英語，数学，国語
左の 5科目のうち 1科目を選択し，
解答してください。

危機管理学部

危機管理学科
保健医療学科
航空技術危機管理学科
動物危機管理学科

看護学部　　 看護学科

科目名 該当するページ

化　学 P． 2　　～　　P． 6

生　物 P． 8　　～　　P．11

英　語 P．12　　～　　P．22

数　学 P．24　　～　　P．31

国　語 P．32　　～　　P．38

化学，生物，英語，数学，国語

問題冊子

3 月 19 日

1 科目選択
60 分

⎧
｜
｜
⎩

⎧
｜
｜
⎩

1 ．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

2 ．学部・学科別の出題科目及び選択方法は以下のとおりです。間違いのないよう十分注意してください。

3．出題科目のページは以下のとおりです。

4．解答用紙は 1枚のみ回収します。
　　解答は，解答冊子の中から選択した科目の解答用紙 1枚を切り取り，全てそこに記入してください。

5．問題冊子及び解答冊子の印刷不鮮明，ページの落丁，乱丁，汚れ等に気付いた場合は手を挙げて監督者
に知らせてください。

6． 試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地，受験番号を記入して，解答を始めてください。

7． 試験終了の合図と同時に解答をやめてください。

8． 問題冊子及び残った解答冊子は持ち帰ってください。
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第 1問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

問 1　 アボガドロ定数に関する説明として正しいものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）1 gの水素原子に含まれる原子数

（イ）1 molの粒子の個数

（ウ）1 molの質量

（エ）1 molの体積

（オ）1 molの密度

問 2　 塩化カルシウム CaCl₂の結合の種類を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）共有結合　　　　　　　（イ）水素結合　　　　　　（ウ）金属結合

（エ）イオン結合　　　　　　（オ）配位結合

問 3　 次の元素のうち，最外殻電子数が 2個であるものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）Al 　　　　　　　　　（イ）Cl 　　　　　　　　　（ウ）Mg

（エ）Na　　　　　　　　　（オ）Si

問 4　 次の結晶の中で融点が最も高いものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）塩化ナトリウム

（イ）水

（ウ）ダイヤモンド

（エ）窒素

（オ）銅
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問 5　 NaClが固体では電気を通さない理由として正しいものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号

で答えよ。

（ア）結晶中に水分子を含まない。

（イ）電子がすべて共有されている。

（ウ）電子が存在しない。

（エ）イオンが存在しない。

（オ）イオンが固定されて動けない。
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第 2問　実験①，②について，次の問い（問 1 ～ 4）に答えよ。ただし，原子量は H=1，
O=16，Na=23，Al= 27，Cl=35.5とする。

実験 ① アルミニウムに希塩酸を加えて加熱すると，気体を発生しながら溶解した。

　　 ② アルミニウムに水酸化ナトリウム水溶液を加えると，気体を発生しながら溶解した。

問 1　 実験 ① と ② の反応をそれぞれ化学反応式で示せ。

問 2　 実験②において，アルミニウムは溶液中でどの状態で存在するか（ア）～（オ）から 1つ

選び記号で答えよ。

（ア）アルミナ　　　　　　（イ）複塩　　　　　　（ウ）不動態

（エ）錯イオン　　　　　　（オ）ミョウバン

問 3　 実験①において，540 mgのアルミニウムを完全に溶解するためには 0.5 mol/L希塩酸が何 mL

以上必要か，その時発生する気体は標準状態で何 mLになるか答えよ。

問 4　 実験②において，標準状態で 336 mLの気体が発生したとすると，過不足なく反応させるため

には 1 mol/Lの水酸化ナトリウム水溶液が何 mL 必要か答えよ。
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第 3問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　ある量の二酸化炭素を 5.0 × 10-4 mol/Lの水酸化バリウム水溶液 400 mLに通し，二酸化炭素を

完全に吸収させた。生じた白色沈殿をろ過し，残った溶液を 40 mL とって，1.0 × 10-3 mol/Lの塩酸で

滴定したところ，完全に中和するのに 5.0 mLを要した。

問 1　二酸化炭素に関する記述のうち，正しいものを（ア）～（オ）から 2つ選び記号で答えよ。

（ア）二酸化炭素は，無色で刺激臭を有する気体である。　

（イ）二酸化炭素は，赤外線を吸収する温室効果ガスである。　

（ウ）二酸化炭素は，水に少し溶け，水溶液は弱塩基性を示す。　

（エ）二酸化炭素の固体は，ドライアイスと呼ばれる。　

（オ）実験室で石灰石に希塩酸を加えて発生させた二酸化炭素は，上方置換で捕集する。　

問 2　 二酸化炭素が，酸性酸化物・塩基性酸化物・両性酸化物のいずれに分類されるかを答えよ。

問 3　 白色沈殿の名称を答えよ。また，二酸化炭素とこの沈殿のモル比を答えよ。

問 4　 水酸化バリウムと塩酸の反応の化学反応式を示せ。

問 5　 二酸化炭素の物質量（mol）を有効数字 2桁で答えよ。
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第 4問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　化合物A～ Eは，それぞれ以下の芳香族化合物である。

A：安息香酸

B：フェノール

C：アニリン

D：ニトロベンゼン

E：クロロベンゼン

　これらをすべて混合したジエチルエーテル溶液（混合液①）を調製した。

問 1　 化合物A～ Cに含まれる官能基として正しいものを（ア）～（オ）からそれぞれ 1つ選び

記号で答えよ。

（ア）ヒドロキシ基　　　　（イ）カルボキシ基　　　　（ウ）アミノ基

（エ）メトキシ基　　　　　（オ）アセチル基

問 2　 化合物A～ Eを，酸性・中性・塩基性のいずれかに分類し，それぞれに当てはまるものを

（ア）～（オ）からすべて選び記号で答えよ。

（ア）A　　　（イ）B　　　（ウ）C　　　（エ）D　　　（オ）E

問 3　 混合液①に希塩酸を加えてよく振り混ぜ，得られた水層を水酸化ナトリウム水溶液で中和

したとき，その水層に含まれる化合物を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）A　　　（イ）B　　　（ウ）C　　　（エ）D　　　（オ）E

問 4　 混合液①に水酸化ナトリウム水溶液を加えてよく振り混ぜ，水層を取り除いたとき，ジエチ

ルエーテル層に含まれる化合物を（ア）～（オ）からすべて選び記号で答えよ。

（ア）A　　　（イ）B　　　（ウ）C　　　（エ）D　　　（オ）E

問 5　 混合液①から化合物A（安息香酸）のみを分離する方法を簡潔に説明せよ。
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第 1問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 2）に答えよ。

　ある大学病院では，薬物代謝に関与する特定の酵素遺伝子に注目して研究を行っている。この酵

素は，ある抗がん剤の体内での代謝速度に大きく影響を与えることが知られており，遺伝子型の違

いによって薬物の効果や副作用の発現頻度が異なる。

　最近の集団調査で，この遺伝子に変異型アレルを 2つ持つホモ接合者（変異ホモ接合型）は，対

象集団全体のうち 2.25％であることが明らかになった。変異型ホモ接合者は，この酵素活性が著し

く低下しており，標準投与量で薬物の血中濃度が上昇しやすく，重篤な副作用のリスクが高いとさ

れている。

　一方，変異型アレルを 1つだけ持つヘテロ接合者は，酵素活性が中程度に低下し，副作用のリス

クは中等度とされる。このため，患者の遺伝子型を把握し，適切な投与量を決定することは，個別

化医療において非常に重要である。

問 1　 この集団において，ハーディー・ワインベルグの法則が成り立つと仮定したとき，変異ホモ

接合割合は q2 = 0.0225となる。このとき，p（正常型アレルの頻度）と q（変異型アレルの

頻度）を求めよ。

問 2　変異型アレルを 1つだけ持つヘテロ接合者の割合（％）を求めよ。
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第 2問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 6）に答えよ。

　細胞を構成している物質は，多くの生物で共通している。その中で最も多く含まれているのは水

である。水以外には，（A）タンパク質，脂質，炭水化物，核酸などの有機物，そして（B）無機塩類な

どが含まれている。

　また，細胞には，核をはじめとしてさまざまな細胞小器官や構造体がある。細胞小器官や構造体が

互いに関連してはたらくことで，細胞の活動が営まれている。遺伝情報からタンパク質が合成され

るとき，核とリボソームがはたらく。核は，二重の膜からなる（　①　）でできた細胞小器官である。

核の内部には，クロマチンと 1～数個の（　②　）が存在する。（　①　）には多数の（　③　）が

あり，（　③　）を通して核の内部が細胞質とつながっている。DNAの遺伝情報が核内で転写され

て（　④　）が合成されると（　④　）は（　③　）を通って細胞質にある（　⑤　）へ移動する。

（　⑤　）では，（　④　）からタンパク質が合成される。

　（　⑤　）で合成されたタンパク質は，小胞体，（　⑥　）を通って運ばれる。

　リソソームは，（　⑥　）から生じる細胞小器官である。（　⑥　）から輸送された分解酵素を含

んでおり，細胞内で生じた不要物を取り込んで内部で分解する。リソソームは，不要になったタン

パク質や細胞小器官を分解するはたらきである（C）自食作用にかかわっている。

　細胞の活動に必要なエネルギーは（D）ATPから供給されている。

　細胞質には，タンパク質でできた繊維状の構造体である細胞骨格が存在し，細胞の運動や，細胞

の形・細胞内の構造を支えるのにはたらく。

　細胞の内部は，細胞膜によって外部から隔てられている。原核細胞や真核細胞で発達している細

胞小器官の膜は基本的に同じ構造をしており，これらの膜をまとめて（E）生体膜という。

問 1　 下線部（A）について，これらの物質の構成元素をそれぞれすべて記せ。

問 2　下線部（B）について，該当する元素を 5つ記せ。

問 3　 文中の空欄（　①　）～（　⑥　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 4　 下線部（C）について，同様の意味をもつ語句をカタカナで記せ。

問 5　 下線部（D）について，ATPを合成する細胞小器官を 2つ記せ。また，これらの共通点を 3つ

記せ。

問 6　 下線部（E）について，生体膜の構造様式は流動モザイクモデルといわれている。これはど

のようなモデルか簡潔に記せ。
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第 3問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　ヒトの体では受容器で受け取られた外界からの情報が，神経系を通じて伝達される。神経系は，

おもに信号を伝えるはたらきをもつ神経細胞（ニューロン）から構成されるネットワークである。

ヒトの神経系には，脳と脊髄からなる中枢神経系と，そこから出て体中に伸びる末梢神経系があ

る。ヒトの脳は（A）大脳・間脳・中脳・小脳・延髄などからなり，それぞれが異なったはたらきを

している。末梢神経系には中枢神経系からの情報を効果器に伝える運動神経と，受容器からの情報

を中枢神経系に伝える感覚神経があり，これらをまとめて体性神経系と呼ぶ。

　一方，末梢神経系のうち，内臓や（B）分泌腺の機能を調整するものを自律神経系と呼ぶ。（C）自律

神経系は交感神経と副交感神経からなり，この二つの神経が協調しながら恒常性を支えている。

一般的に，交感神経は興奮状態や精神的・肉体的に活動状態にあるときにはたらき，副交感神経は

休息時にはたらいている。例えば，交感神経のはたらきにより，心臓の拍動は（　①　）される。

また，興奮状態のときにはより多くの空気を取り込むため，気管支は（　②　）される。さらに，

食物の消化を担う胃や小腸の運動は（　③　）される。一方，副交感神経のはたらきにより，心臓

の拍動は（　④　）され，気管支は（　⑤　）され，胃や小腸の運動は（　⑥　）されるように，

交感神経と副交感神経は互いに拮抗的にはたらいている。

問 1　 文中の空欄（　①　）～（　⑥　）を補うのに最も適切な語句について，（ア）～（カ）から

それぞれ選び記号で答えよ。ただし，同一の記号を複数回使用してもよい。

（ア）拡大　　　（イ）縮小　　　（ウ）拡張　　　（エ）収縮

（オ）促進　　　（カ）抑制　　　

問 2　 下線部（A）について，間脳および中脳のはたらきとして正しいものを（ア）～（オ）から

すべて選び記号で答えよ。

（ア）感覚野や運動野，高度な精神活動の中枢がある。

（イ）  自律神経系と内分泌系の中枢があり，内臓のはたらきや体温・摂食・睡眠などを調整

している。

（ウ）姿勢保持や眼球運動，瞳孔反射などの中枢がある。

（エ）筋肉運動の調節や体の平衡を保つ中枢がある。

（オ）呼吸運動や血液循環の中枢がある。
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問 3　 下線部（B）について，胃液中およびすい液中に含まれるタンパク質を分解する酵素の名称

をそれぞれ記せ。

問 4　 下線部（C）について，膀胱（ぼうこう）でも同様に自律神経系が協調しながら排尿をコン

トロールしている。尿を蓄える蓄尿時と，尿を排出する排尿時の自律神経系の制御につい

て，神経伝達物質と排尿筋のはたらきについても含めて簡潔に記せ。
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第 1問　次の英文を読み，問 1から問 6に答えよ。 

In the Philippines, where a two-week heat wave in April forced schools to shut, 7 heat-related 

deaths and 77 heat-related illnesses were reported from January to May this year, according to health 

ministry data.  Labor union activist Lucas Ortega said such ［  A  ］ do not refl ect the risk of heat stress 

that workers face.  "We know we have thousands of delivery riders, construction and maintenance 

workers, street cleaners and workers from different industries," said Ortega, a spokesperson for the 

Center of United and Progressive Workers.  ア

【　X　】

Accurate data on heat-related mortality is difficult to ［  B  ］ in the Philippines because health 

authorities do not ① attribute deaths to heat specifi cally, but rather to the illnesses exacerbated by high 

temperatures, such as cardiovascular and kidney issues.  "Heat takes our lives away in a sneaky and 

silent way.  In the vast majority of situations, heat is going to actually trigger a lot of complications, and 

that would be the case for people who already have some sort of comorbidity or underlying chronic 

diseases," an environmental epidemiologist, Benmarhnia explained. 

Death certificates stating heat as a direct cause are rare, according to health researcher, Barrak 

Alahmad.  "Gathering data typically involves identifying indirect causes and correlating this with 

temperature on very hot days and seeing excess deaths on a day," said Nahmad, a research fellow at the 

Department of Environmental Health.  But in many low-income countries, mortality data is often 

reported on a weekly or monthly basis and not daily, he said.  It means heat-related deaths are　

undercounted, typically overlooking thousands, if not tens of thousands, of deaths.  イ   "Even 

countries with massive resources still struggle to identify heat deaths," said Alahfi íad.

【　Y　】

In India, the lack of accurate recording of heat-related mortality is a "big fault," said Professor 

Dileep Mavalankar.  It is projected that more than 1.5 million Indians will die each year from extreme 

heat by 2100, according to 2019 research by the Climate Impact Lab.  Since the start of India's summer 

on March 1 through June 18, at least 110 confi rmed heat-related deaths occurred, when temperatures in 

the capital, Delhi, soared to almost 50 C.  ウ   "Political ② will and understanding are totally missing 

at the moment.  There is also no public pressure or accountability pressure or auditing pressure," he said.  

Without data, "no public action will be taken ... This is long-standing neglect."

The National Center for Disease Control （NCDC） at India's health ministry, which records heat-

related deaths, did not respond to repeated requests for comment.  While the NCDC published a set of 

guidelines to help hospitals ［  C  ］ and categorize heat-related deaths, Mavalankar wants the NCDC to 
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require all hospitals to report all deaths daily on its online portal, rather than leaving it as a voluntary 

practice.  Heat offi  cers should be assigned to every city to record daily deaths from crematoriums and 

cemeteries and publish them with comparative data, he said.  "These fixes, including the all-cause 

mortality data, are easily doable at no major costs," said Mavalankar.  エ

【　Z　】

At Mali's Gabriel Toure Hospital in the capital Bamako, doctors said some 102 patients died over 

four days in April compared with 130 deaths recorded in the entire month in 2023.  They linked the spike 

to a deadly heat wave, and resulting power cuts, which hit Mali and other countries in the African Sahel, 

including Senegal, Guinea, Mali, Burkina Faso, Niger, Nigeria and Chad.  オ

Offi  cial death tolls from the heat wave across the Sahel region are undercounts, according to World 

Weather Attribution （WWA）, a group of researchers who study the link between heat and climate 

change.  "Many places lack good record keeping of heat-related deaths, therefore currently available 

fi gures are likely an underestimate," the WWA said in a statement after the heat wave.  Tunde Ajayi, a 

Nigerian epidemiology and environmental health expert, said heatstroke in hospital records and death 

certifi cates is often reported as a ［  D  ］ cause of death in African health settings.  "We need to mine the 

data for the cause of death right from hospital records to inform data for the health ministry and other 

agencies," Ajayi said.  カ  

注） exacerbate：悪化させる cardiovascular：心疾患の kidney：腎臓 sneaky：ずる賢い

 comorbidity：併存疾患 chronic：慢性的な crematorium：火葬 doable：実行可能な

 death tolls：死者数 heatstroke：熱射病  mine：～を得ようとする

問 1　 【 X 】【 Y 】【 Z 】に入れる段落の見出しとして最も適切なものを（ア）から（ク）の中か

らそれぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。ただし，同じ記号は一度しか使えない。

  

（ア）Context of Climate Change

（イ）Deadly Heat Waves  

（ウ）Heat, a Cunning Silent Killer 　

（エ）Labor Union Activists  　

（オ）Norm that Ensures Safety

（カ）Provision for Family  

（キ）Public Health Failure  

（ク）Eff orts to Reduce the Earth’s Heat

－ 13－

［英－2］

英　

語



問 2　 ［ A ］ から ［ D ］ にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つずつ

選び，記号で答えよ。

［ A ］（ア）fi gures （イ）illnesses （ウ）industries （エ）people

［ B ］（ア）decrease （イ）live （ウ）obtain （エ）run

［ C ］（ア）reduce （イ）identify （ウ）increase （エ）promote

［ D ］（ア）daily （イ）direct （ウ）main （エ）secondary

問 3　 下線部 ① , ② の意味または内容として最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ

一つずつ選び，記号で答えよ。

　　　① attribute　

（ア）to become involved in an activity                          

（イ）to believe that something is the result of a particular thing       　　    

（ウ）to form something by putting diff erent things together          

（エ）to give attention to one particular situation rather than another    

　　　② will

（ア）a thing that has achieved a good result and been successful                         

（イ）used for talking about or predicting the future            

（ウ）used to say that something is possible                   

（エ）what someone wants to happen in a particular situation           

問 4　 次の英文 ［I］，［Ⅱ］ を入れる最も適当な箇所を本文中の  ア   から  カ   の中からそれ

ぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。

［ I ］ "But we don't know how many of them were exposed to extreme heat," he said.　　

［Ⅱ］ That fi gure is only “the tip of the iceberg," said Mavalankar.　

－ 14－
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問 5　  質問 Q1, Q2の答えとして最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つずつ選び，

記号で答えよ。

Q1    Why are death certifi cates stating heat as a direct cause rare in the Philippines?     

（ア）  Because they attribute the cause of death to the illnesses exacerbated by high temperatures.  

（イ）Because the heat-related deaths are intentionally counted less than the actual number.

（ウ）  Because the number of workers suff ering the consequences of excessive heat is alarming. 

（エ）Because it is too hot to gather correct data on death from extreme heat.

Q2  What is necessary for the WWA to do across the Sahel region?

（ア）They have to admit that the heat days are overcounts. 

（イ）They have to get the data for the real cause of death from the hospital immediately.

（ウ）They have to stop deadly heat waves by changing climate.

（エ）They have to take some measures against the extreme heat.

問 6　 本文の内容に合っているものを次の（ア）から（カ）の中から二つ選び，記号で答えよ。

（ア）  A lack of reliable data on heat–related death is undermining eff orts to mitigate the risk of 

extreme heat.

（イ）In India all hospitals has reported all deaths daily on its online portal as a voluntary practice.

（ウ）In the Philippines many workers understand the risk of heat stress they face.

（エ）Many countries fail to count the real number of deaths from extreme heat.

（オ）We have been monitored for heat-related illnesses or deaths by the government.  

（カ）WWA is an organization who is studying the link between mortality and climate change.   
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第 2問　次の各空欄にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つずつ
選び，記号で答えよ。

問 1　  It took many days for Charlie to （　　　） full use of this dictionary.

（ア）get used to be made  （イ）get used to being made

（ウ）get used to make　 （エ）get used to making 

問 2　My bicycle （　　　） when I went to the bicycle shop to pick it up.

（ア）has still been fi xed （イ）has still been fi xing  

（ウ）was still being fi xed （エ）was still fi xed  

問 3　（　　　） you forgot that accident, you should behave as if you had known it for quite some time.

（ア）After  （イ）Although　    

（ウ）Before　 （エ）Despite 　

問 4　Computers have changed （　　　） we learn at school for years.

（ア）the way  （イ）the way how

（ウ）the way of  （エ）the way what 

問 5　（　　　） you are dissatisfi ed with this health equipment, you can return it within two weeks.

（ア）However 　 （イ）In the event that

（ウ）On the contrary  （エ）Whatever
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第 3問　次の英文における下線部 ［ A ］ から ［ E ］ の説明として最も適切なものを（ア）から（エ）
の中からそれぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。

The modern schoolmaster is expected to know a little of everything, because his pupil is required 

not to be entirely ignorant of anything.  He must be ［ A ］ superfi cially, if I may so say, omniscient.  He 

is to know something of pneumatics; of chemistry; of whatever is curious, or proper to excite the 

attention of the youthful mind; an insight into mechanics is desirable, with a touch of statistics; the 

quality of soils, &c. botany, the constitution of his country, etc.  You may get a notion of some part of his 

expected duties by consulting the famous Tractate on Education addressed to Mr. Hartlib.

All these things—these, or the desire of them—he is expected to instill, not by set lessons from 

professors, which he may charge in the bill, but at school-intervals, as he walks the streets, or saunters 

through green fi elds, with his pupils.  The least part of what is expected from him is to be done in school-

hours.  He must insinuate knowledge at the appropriate time.  He must seize every occasion to inculcate 

something useful.  

He can receive no pleasure from a casual ［ B ］ glimpse of nature, but must catch at it as an object 

of instruction.  He must interpret beauty into the picturesque.  He cannot ［ C ］ relish a beggar, or a 

gipsy, for thinking of the suitable improvement.  Nothing comes to him, not spoiled by the sophisticating 

medium of moral uses. 　The Universe—that Great Book, as it has been called—is to him indeed, to all 

intents and purposes, a book, out of which he is doomed to read  ［ D ］ tedious lectures to distasting 

schoolboys.  

Boys are capital fellows in their own way, among their mates; but they are unwholesome 

companions for grown people.  The ［ E ］ restraint is felt no less on the one side than on the other.  Even 

a child, that "plaything for an hour," tires always.

注） omniscient：全知の pneumatics : 空気圧 notion：概念

 Hartlib：英国の社会改良家 instill：教え込む saunter：散歩　

 insinuate：ほのめかす inculcate ：教え込む  beggar：貧困者　　

 intent：意思 doom：運命にある distasting：退屈な
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［A］superfi cially

（ア）according to information that has been told to be public but that may not be true

（イ）appearing to be true, real or important until you look at it more carefully

（ウ）more than usual or more than others

（エ）well educated and enjoying activities in which you have to think seriously about things

［ B ］glimpse

（ア）a fact or an event in nature or society, especially one that is not fully understood

（イ）a feeling about something important

（ウ）a look at something for a very short time

（エ）  all the circumstances and things that are happening at a particular time and in a particular 

place

［ C ］relish

（ア）to get great pleasure from something

（イ）to keep someone safe from death, harm or loss

（ウ）to say that you disapprove of something

（エ）to transform your appearance so that people cannot recognize you

［ D ］tedious

（ア）attracting your attention because it is special, exciting or unusual

（イ）diff erent from what is usual or normal

（ウ）lasting or taking too long and not interesting

（エ）needing eff orts or skill to do or to understand

［ E ］restraint

（ア）a rule or law that limits what you can do or what can happen

（イ）ways of resting and enjoying yourself

（ウ）the good feeling that you have when you have achieved something

（エ）the quality of behaving calmly and with control
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第 4問　次の各会話文の空欄にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ
一つずつ選び，記号で答えよ。

問 1　A:　Hi, honey.  I’m coming home now.  Do you have anything you need me to pick up?

B:　Oh, we are out of eggs.  （　　　）

A:　Sure, anything else?

B:　Our dish for tonight is omelet, so buy anything else you want to eat.

（ア）Could you excuse me for a moment?

（イ）Could you feel free to contact me?

（ウ）Could you get a call? 

（エ）Could you stop and pick some up?   

問 2　A:　Are you having dinner so early in Japan?

B:　Early?  It’s already half past seven.

A:　In the Netherlands, we always eat around 9:00.  We eat lunch late, so dinner is late, too. 

B:　I see.  Shall we have dinner later tomorrow?

A:　No, it is fi ne.  （　　　）  

（ア）A word is enough to the wise.  

（イ）Better late than never.

（ウ）Way to a man’s heart is through his stomach.

（エ）When in Rome, do as the Romans do.   

問 3　A:　Do you know what Charlie did yesterday?

B:　No, what did he do?              

A:　According to the TV news, he cheated an old man out of money.

B:　Really?  （　　　）  He is always very kind to us.

（ア）He looks bad, doesn’t he? 

（イ）No way, he would do something like that.

（ウ）None of your business. 

（エ）That’s what I expected. 
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問 4　A:　Excuse me.  Where is the cheese?

B:　（　　　）         

A:　I wanted to take some home as a souvenir.   

B:　It’s very popular.  What if you took cheese candies instead?

A:　Hmm, I’ll think about it. 

（ア）Here it is.  Please take a look.  

（イ）Here we are.  Would you like to try it?  

（ウ）I’m sorry, we are sold out for today.       

（エ）There you are.  It’s an appropriate souvenir.

問 5　A:　Oh, it’s raining.  Do you take an umbrella with you?

B:　No, I don’t.  （　　　）  Why is everyone using an umbrella?

A:　Nothing special in Japan.

B:　In my country, a lot of people don’t use their umbrella when it’s just light rain. 

（ア）Besides, it’s only drizzling.  

（イ）Can I borrow your umbrella?

（ウ）I should have brought an umbrella today. 

（エ）If I get wet, I’ll catch cold. 
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第 5問　次の英文の ［A］ から ［E］ にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中から
それぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。

One in fi ve Japanese university and graduate school students have said they do not want children, 

with many citing fi nancial concerns, a recent company survey has shown.  The survey, conducted on 

students expected to graduate in 2025, showed that 19.2% said they do not wish to have children, a ［  A  ］ 

from 13.1% in last year's results, which covered students completing their studies in 2024, job website 

operator Mynavi said.  

With the respondents, representing a generation whose student life has been impacted by rising 

prices.  "There is a possibility that economic concerns are impacting their views on life," a Mynavi 

offi  cial said.  The survey showed that more female respondents are not seeking to have children than 

their male counterparts, standing at 23.5% and 12.170, ［  B  ］.  In a multiple-choice question asking their 

reasons why, the largest cohort at 57.4% cited "a lack of confi dence about raising a child," followed by 

"concerns about losing personal time" at 51.5% and "economic worries" at 51.0%.

The survey came as the number of births in Japan hit a new record low of 799,728 in 2022, while 

the growing trend of people marrying later in life or not marrying at all could be contributing to the 

dwindling birthrate, according to the health ministry.  "An accelerated ［  C  ］ in births would lead to a 

decrease in workers and consumers, which in turn slows down the whole Japanese economy," said Koya 

Sakata, a researcher at NLI Research Institute.  

The survey also showed students wanting to live in a dual-income household reached 70.0%, the 

highest figure since the poll began for students who were expected to graduate in 2016, reflecting an 

increased willingness to ［  D  ］ a career and concerns about future earnings.  In a single-answer question 

asking their reasons why, the largest group at 14.8% said they would not be able to make a living on just 

one partner's income, followed by 12.5% who selected that it is natural for each partner to have a job of 

his or her own.

The online poll, which targeted university and graduate school students who are registered as 

Mynavi members, received ［  E  ］ responses from 1,538 women and 799 men between Nov. 28 and Dec. 

25 last year.

注）　cohort：群　　　dwindling：低下する
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［ A ］ （ア）jump

 （イ）questionnaire

 （ウ）response

 （エ）result

［ B ］ （ア）respectably

 （イ）respectfully

 （ウ）respectively

 （エ）responsibly

［ C ］ （ア）drive 

 （イ）fall

 （ウ）marriage

 （エ）number

［ D ］ （ア）consume

 （イ）persuade

 （ウ）pursue      

 （エ）retire

［ E ］ （ア）pointless

 （イ）ambiguous

 （ウ）uncertain

 （エ）valid     
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A
B

C

D

θ
P 44°

40°

Q

第 1問　次の 5問を，すべて解答しなさい。

（1） を展開しなさい。

（2） を計算しなさい。

（3）方程式 を解きなさい。

（4）1から 30までの整数を掛け合わせたとき，末尾に並ぶ 0の数は何個になるか求めなさい。

（5）  右図において角θの値を求めなさい。なお，四角形ABCDは円に内接している。
［計算欄］
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［計算欄］
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第 2問　次の 3問を，すべて解答しなさい。

（1）不等式 を解きなさい。

（2） のとき， を満たすθの値を求めなさい。

（3） のとき，xyの最大値と最小値を求めなさい。

［計算欄］
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第 3問　曲線 上に点 P （1, a+1） をとり（a＞ 0），Pにおける接線を l とする。こ
のとき，次の問いに答えなさい。なお，文字式で答える場合は最も簡単な式にしておくこと。

（1）接線 l の方程式を求めなさい。

（2）点 Pを通り，l に直交する直線を l’ とするとき，l’ の方程式を求めなさい。

（3）l’ と y軸の交点を Qとするとき，点 Qの座標を求めなさい。

（4）PQ，y軸，曲線で囲まれた部分の面積 Sを，aを用いて表しなさい。

（5）（4） で求めた面積の最小値と，そのときの aの値を求めなさい。

［計算欄］
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第 4問　右図のように，1辺の長さが 6cmの正八面体
ABCDEFがあるとき，次の問いに答えなさい。

（1）  △ ABC，四角形 ABFDの形状を，それぞれ

最も適切な名称で答えなさい。

（2）  正八面体 ABCDEF の表面積と体積を求めな

さい。

（3）  この正八面体に内接する球の半径を求めなさい。

（4）  辺 BCの中点をMとするとき，cos∠AMFの

値を求めなさい。

［計算欄］
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第 一 問　 次 の 問 い （ 問 一 〜 二 ） に 答 え よ 。

問 一　 ① 〜 ⑮ の 傍 線 部 の カ タ カ ナ を 漢 字 で 記 せ 。

①　 キ ッ ス イ の 江 戸 っ 子　 　 ② コ ン ジ ョ ウ の 別 れ　 　 　 　 　 　 ③ ユ ウ シ ュ ウ の 美

④　 犯 罪 の ヨ ク シ リ ョ ク　 　 ⑤　 ス イ ミ ン 時 間 が 足 り な い　 　 ⑥　 ケ ッ カ ン 品　 　 　 　

⑦　 コ ド ク な グ ル メ　 　 　 　 ⑧　 ダ イ タ ン な 意 見　 　 　 　 　 　 ⑨　 イ ジ ョ ウ 気 象 の 夏　 　 　

⑩　 シ ン キ 一 転　 　 　 　 　 　 ⑪ レ ッ カ の ご と く 怒 る　 　 　 　 　 ⑫　 先 祖 デ ン ラ イ の 土 地　

⑬　 オ ン ケ イ を 被 る　 　 　 　 ⑭　 独 立 ド ッ ポ　 　 　 　 　 　 　 　 ⑮　 　 イ ミ シ ン チ ョ ウ な 行 動

問 二　 ⑯ 〜 ㉚ の 傍 線 部 の 読 み を 、 ひ ら が な （ 現 代 仮 名 遣 い ） で 記 せ

⑯　 山 紫 水 明　 　 　 　 　 　 ⑰　 幾 星 霜　 　 　 　 　 　 　 ⑱ 稟 議 書　 　 　 　 ⑲　 映 え る 景 色

⑳　 綱 紀 粛 正　 　 　 　 　 　 ㉑　 匿 名 ・ 流 動 型 犯 罪　 　 ㉒　 千 載 一 遇 の 好 機　

㉓　 無 作 法 な ふ る ま い　 　 ㉔　 歯 牙 に も か け な い　 　 ㉕　 栄 枯 盛 衰

㉖　 唯 々 諾 　々 　 　 　 　 　 ㉗　 縦 横 無 尽　 　 　 　 　 　 ㉘　 酔 生 夢 死　 　 ㉙ 国 際 会 議 を 招 致

㉚　 頭 角 を 現 し た 君

第 二 問　 次 の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い （ 問 一 〜 問 六 ） に 答 え よ 。

　 も し 、 私 た ち が 不 安 や 警 戒 心 を い っ さ い も た な く な っ た と し た ら 、 ど ん な こ と が 起 こ る か 想 像 し て

み て 欲 し い 。 有 害 な も の を 食 べ て 健 康 を 害 し た り 、 危 険 な 場 所 に 無 防 備 に 出 か け て 行 っ て 命 を 奪 わ れ

た り 、 悪 質 業 者 の 口 車 に 乗 っ て 財 産 を 失 っ た り と 、 ひ ど い 目 に 遭 う 人 は 現 在 よ り も 増 加 す る だ ろ う 。

そ う す る と 、 個 々 人 の ダ メ ー ジ の み な ら ず 、 社 会 全 体 に 相 当 の 混 乱 を も た ら す こ と に な る 。

　  で あ る か ら 、 こ の 章 で 強 調 し た い の は 、 不 安 を な く し て し ま お う と い う こ と で は な い 。 そ う で は な

く 、 リ ス ク の 程 度 に 応 じ た 不 安 を 感 じ 、 個 人 の 対 応 や 社 会 の 政 策 を 引 き 出 せ る よ う に 、 リ ス ク 情 報 の

扱 い 方 を 社 会 全 体 で 整 え よ う と い う こ と で あ る 。 大 き な リ ス ク に は 大 き な 資 源 （ 金 銭 や 人 員 、 時 間 な

ど ） を 投 入 し 、 小 さ な リ ス ク に は そ れ な り の 資 源 を 投 入 し て 対 策 を 実 行 し て い け ば よ い 。 こ の 原 則 は

社 会 レ ベ ル で も 個 人 レ ベ ル で も 適 用 さ れ る べ き で あ る 。

　 病 気 へ の 対 応 に た と え る と 、 「 ち ょ っ と 熱 っ ぽ い な 」 と 感 じ た だ け で 、 即 座 に 救 急 車 を 呼 ぶ 人 は い

な い で あ ろ う 。 ご く ま れ に は そ う い う 人 も い る か も し れ な い が 、 み ん な が そ ん な こ と を し た ら 救 急 医

療 体 制 は 崩 壊 し て し ま う 。 逆 に 、 怪 我 を し て 大 量 の 出 血 が 止 ま ら ず 、 ど ん ど ん 顔 が 青 ざ め て 体 温 が 低

下 し て い く の に 「 も う し ば ら く 様 子 を み て み よ う 」 な ど と 悠 長 に 構 え て い た の で は 、 各 地 域 に 救 急 医

療 体 制 を 整 備 し て い る 意 味 が な い 。 ち ょ っ と 熱 っ ぽ い 、 と い う 程 度 な ら ま ず は 静 養 し て 様 子 を 見 る

が 、 そ れ よ り も 状 態 が 悪 い と 感 じ た ら 病 院 に 行 く 、 一 刻 も 早 く 手 当 て す る 必 要 が あ り そ う な ら 、 救 急
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病 院 に 駆 け つ け る 。 そ の よ う に 症 状 の 程 度 に 応 じ た 対 応 を と る こ と が 、 個 人 が 支 払 う コ ス ト の 問 題 だ

け で な く 、 社 会 全 体 の 医 療 体 制 に と っ て も 大 切 で あ る 。 さ も な い と 、 救 急 病 院 が 軽 症 患 者 で あ ふ れ 、

重
じ ゅ う と く

篤 な 患 者 に 対 応 で き な く な る 。

　 ⑴  環 境 リ ス ク 問 題 に 対 す る 対 応 も 同 様 で あ る 。 予 測 さ れ る 被 害 の 大 き さ や 緊 急 性 に 応 じ た 対 応 を め

ざ す べ き で あ る 。 リ ス ク が 小 さ い な ら 、 そ れ に 深 く 思 い 悩 む こ と は な い し 、 ゆ っ く り と 少 し ず つ 状 況

を 改 善 さ せ て い け ば い い 。 逆 に 、 大 き な リ ス ク に 対 し て は 大 き な 不 安 を 抱 く の は 当 然 で あ り 、 対 応 の

優 先 順 位 を 高 く 、 で き る だ け 万 全 の 措 置 を 講 じ る 。 こ の よ う な こ と は 、 日 常 生 活 に お い て 当 た り 前 の

こ と で あ っ て 、 直 面 す る 問 題 が 大 事 な ら 、 ほ か の す べ て に 優 先 さ せ て 大 あ わ て で 取 り 組 み 、 労 力 や 時

間 、 お 金 を か け て で き る だ け の 対 応 を と る し 、 逆 に 、 些
さ

末
ま つ

な こ と で あ れ ば そ れ な り の 対 応 を し て 様 子

を 見 る と い う の は 誰 で も や っ て い る こ と で あ る 。 誰 で も や っ て い る こ と で は あ る が 、 ど の 程 度 の 対 応

を と る か の 判 断 が 円 滑 に で き る の は 、 問 題 の 重 大 さ が 理 解 さ れ て い る か ら で あ る 。 あ る い は 、 自 分 な

り の 優 先 順 位 が 固 ま っ て い る か ら で あ る 。

　 ア 、 学 生 の 本 分 は 勉 学 で あ る か ら 平 日 昼 間 は ふ だ ん は 講 義 に 出 席 す る が 、 デ ー ト の チ ャ ン ス

と 重 な る と 、 優 先 順 位 の 高 い デ ー ト を 選 ぶ か も し れ な い 。 さ ら に 、 授 業 を さ ぼ っ て デ ー ト を す る 約 束

を し て い て も 、 就 職 を 希 望 す る 会 社 か ら 面 接 審 査 の 通 知 が 入 れ ば デ ー ト は と り あ え ず 延 期 し て 、 面 接

に 出 か け る で あ ろ う 。 そ れ ぞ れ の 局 面 で は い く ら か あ わ て る か も し れ な い が 、 自 分 に と っ て の 重 要 さ

の 程 度 や 、 後 回 し に し て 取 り 返 せ る 問 題 か そ う で な い か と い う こ と の 理 解 が で き て い れ ば 、 判 断 が つ

か ず に 途 方 に 暮 れ る と い う こ と は な い だ ろ う 。

　 イ 、 今 ま で 社 会 に 大 き な 影 響 を 与 え て き た よ う な リ ス ク 問 題 で は ⑵ そ う は い か な い と こ ろ が

あ る 。 母 乳 の ダ イ オ キ シ ン 汚 染 を 例 に と る と 、 母 乳 を 赤 ち ゃ ん に 与 え る こ と が ど の 程 度 、 ま ず い こ と

な の か 、 母 乳 哺 育 の メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト を 比 べ て ど ち ら が 大 き い の か 、 と い う よ う な 問 題 は 日 常 的

に な じ み の な い こ と な の で 、 し た が っ て 優 先 順 位 を つ け る の が 難 し い 。 こ の た め 、 母 乳 哺 育 を 選 択 し

た ら ダ イ オ キ シ ン に よ る リ ス ク を ど れ く ら い わ が 子 に 負 わ せ て し ま っ て い る の か と 心 配 に な る だ ろ う

し 、 逆 に 、 人 工 乳 哺 育 を 選 択 し た ら 、 そ れ は そ れ で 、 母 乳 哺 育 の メ リ ッ ト を ど れ く ら い わ が 子 か ら 奪

っ て い る の だ ろ う か と 不 安 に な る 。 こ の よ う な 状 況 を 抜 け 出 し 、 納 得 の い く 判 断 を 進 め る に は 何 が 必

要 だ ろ う か 。 あ る い は 、 リ ス ク の 程 度 に 応 じ た 不 安 を 感 じ 、 そ の 程 度 に 応 じ た 対 応 を と れ る よ う に す

る た め に 何 が 必 要 で あ ろ う か 。

「 あ る か ・ な い か 」 で は な く 、 程 度

　 程 度 に 応 じ た 対 応 を す る に は 、 ま ず リ ス ク の 程 度 を 知 ら な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 リ ス ク が あ る

か ・ な い か と い う 二 値 的 な 判 断 で は な く 、 問 題 と す る リ ス ク が ど れ く ら い の 大 き さ な の か を 知 ろ う と
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す る 姿 勢 が 重 要 で あ る 。 す な わ ち 、 ど の 程 度 の 健 康 上 の 被 害 や 経 済 的 な 損 害 が 起 こ り う る の か 、 実 際

に 被 害 を 受 け て い る 人 が 何 人 い る の か 、 あ る い は 、 今 後 、 自 分 が 損 害 を 受 け る 可 能 性 が ど れ く ら い あ

る の だ ろ う か と い う 、 ⑶ 定 量 的 な 視 点 を も つ 必 要 が あ る 。

　 ウ 、 被 害 や 損 害 を 受 け て い る 人 数 、 あ る い は 、 受 け る で あ ろ う と 予 想 さ れ る 人 数 だ け を 知 っ

た だ け で は リ ス ク の 大 き さ を 理 解 し た こ と に は な ら な い 。 な ぜ な ら 、 タ ミ フ ル （ イ ン フ ル エ ン ザ の 治

療 薬 ） の 副 作 用 に 関 し て 述 べ た よ う に 、 処 方 さ れ た 患 者 が 一 万 人 い て う ち 一 二 人 が 亡 く な っ た の か 、

そ れ と も 処 方 さ れ た の が 一 〇 〇 〇 万 人 だ っ た の か は 大 き な 違 い で 、 そ こ か ら 推 定 さ れ る リ ス ク の 大 き

さ は 一 〇 〇 〇 倍 も 開 き が で き る か ら で あ る 。 つ ま り 、 問 題 と な る リ ス ク に さ ら さ れ て い る 人 を 分 母 と

し て 確 率 を 計 算 し な い と 、 リ ス ク の 大 き さ は 把 握 で き な い 。 母 集 団 の 大 き さ が ど れ く ら い か と い う 情

報 が 、 リ ス ク の 大 き さ に 応 じ た 対 応 と い う 点 で 大 切 な の で あ る 。 ま た 、 リ ス ク 間 の ト レ ー ド オ フ に つ

い て 考 慮 す る こ と も 必 要 で あ る 。 薬 を 服 用 し な い こ と で 副 作 用 の リ ス ク か ら 逃 れ る こ と が で き る が 、

病 気 を 悪 化 さ せ て 死 亡 す る リ ス ク を 引 き 受 け る こ と に な る 。 し た が っ て 、 あ る 薬 を 服 用 す る か し な い

か を 判 断 す る に は 、 副 作 用 の リ ス ク （ 副 作 用 で 亡 く な っ た 人 数 ／ 罹 病 し そ の 薬 を 服 用 し た 人 数 ） だ け

で は な く 、 病 気 そ の も の の リ ス ク （ 薬 を 服 用 せ ず に 死 亡 し た 人 数 ／ 罹 病 し た が 薬 を 服 用 し な か っ た 人

数 ） を 明 ら か に し て 、 両 者 を 比 較 す る 必 要 が あ る 。 こ の と き に よ く 忘 れ ら れ が ち な の が 母 集 団 の 大 き

さ （ 分 母 ） の 情 報 で あ る 。 副 作 用 で 亡 く な っ た 人 数 と 薬 を 服 用 せ ず に 亡 く な っ た 人 数 を そ の ま ま 直 接

比 較 し て も 、 ど ち ら が よ り 危 険 か 判 断 で き な い と い う 理 屈 は 中 学 生 に も わ か る 。 し か し 、 私 た ち に 届

け ら れ る 情 報 は し ば し ば そ の よ う な 視 点 を 欠 い て い る こ と が あ る 。

　 さ ら に 、 母 集 団 を 何 ら か の 分 類 に 従 っ て 分 割 し た リ ス ク 情 報 も 入 手 可 能 で 、 自 分 が ど の 下 位 集 団 に

入 る か が わ か れ ば 、 個 人 的 な リ ス ク 判 断 は も っ と 進 め や す く な る だ ろ う 。 た と え ば 、 そ の 薬 の 副 作 用

が 報 告 さ れ て い る の は 子 供 だ け で 、 中 ・ 高 年 層 で も 処 方 さ れ た 人 が 多 い の に も か か わ ら ず 副 作 用 の 報

告 が な い な ら ば 、 中 ・ 高 年 者 は そ の 薬 が 自 分 に と っ て リ ス ク は 小 さ い と 理 解 す る こ と が で き る 。

　 エ 、 リ ス ク が あ る の か な い の か 十 分 に よ く わ か っ て い な い 問 題 に 冷 静 に 対 処 し て い く た め に

も 定 量 的 な 視 点 は 重 要 で あ る 。 そ う い っ た 問 題 に つ い て は 、 と り あ え ず リ ス ク が あ る と 前 提 し た 上

で 、 リ ス ク の 大 き さ を モ デ ル に よ っ て 推 定 す る こ と が 多 い 。 た と え ば 、 放 射 線 の 発 ガ ン リ ス ク に つ い

て は 、 実 際 に 発 ガ ン 性 の 有 無 を 検 出 す る こ と が で き な い く ら い の 低 線 量 の 被 曝 影 響 に つ い て も 、 リ ス

ク が あ る と い う 仮 定 の 下 で リ ス ク 評 価 を 行 な っ て い る 。 す な わ ち 、 明 ら か に 発 ガ ン 性 が 認 め ら れ る 高

線 量 被 曝 の デ ー タ と 理 論 モ デ ル を 組 み 合 わ せ て 、 低 線 量 域 で の リ ス ク の 大 き さ を 推 定 し 、 防 護 基 準 値

を 設 定 し て い る の で あ る 。 こ の よ う な か た ち で 、 微 少 被 曝 領 域 に も リ ス ク が あ る と い う 前 提 を お い て

推 定 す る こ と は 、 「 デ ー タ と し て 検 出 さ れ な い か ら 安 全 」 と し て し ま う よ り も 慎 重 な 、 リ ス ク の 大 き

さ を 多 め に 見 積 も る 考 え 方 で あ る 。

　 Ⅰ

　 　 オ 、 安 全 か 危 険 か と い う 観 点 だ け で 判 断 を 進 め て い る と 、 あ る 時 点 ま で は 安 全 と 考 え ら れ
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て い た も の が 、「 絶 対 安 全 で あ る と は 断 言 で き な い 」 と 不 安 を あ お る メ ッ セ ー ジ を 突 き つ け ら れ 、 次 々

と 場 当 た り 的 に 、 不 安 に 追 い 立 て ら れ る よ う に し て 対 処 を 迫 ら れ る こ と に な る 。 ⑷ こ の よ う な 事 態 は

個 人 の 生 活 に と っ て も 好 ま し い も の で は な い 。 小 さ な リ ス ク に も 気 を 配 り 、 で き る だ け 将 来 の 被 害 を

低 減 さ せ て い こ う と す る か ら こ そ 、 リ ス ク が あ る か な い か で は な く 、 ど の 程 度 の リ ス ク か を 問 題 に す

べ き だ 。

（ 中 谷 内 一 也　 『 リ ス ク の モ ノ サ シ　 安 全 ・ 安 心 生 活 は あ り う る か 』

第 ４ 章 「 リ ス ク の モ ノ サ シ を 創 る 」 よ り　 　 一 部 表 記 を 改 め た ）　

問 一　 傍 線 部 ⑴ 「 環 境 リ ス ク 問 題 に 対 す る 対 応 も 同 様 で あ る 」 と あ る が 、 ど の よ う な 対 応 な の か 、 具

体 的 に 表 し て い る 箇 所 を 十 一 字 以 内 で 抜 き 出 せ 。

問 二　 傍 線 部 ⑵ 「 そ う は い か な い と こ ろ が あ る 」 と あ る が 、 そ の 理 由 を 説 明 せ よ 。

問 三　   傍 線 部 ⑶ 「 定 量 的 な 視 点 を も つ 必 要 が あ る 」 と あ る が 、 必 要 な 理 由 を を 示 し て い る 言 葉 を 本 文

か ら 三 十 六 字 以 内 で 抜 き 出 せ 。

問 四　  傍 線 部 ⑷ 「 こ の よ う な 事 態 は 個 人 の 生 活 に と っ て も 好 ま し い も の で は な い 」 と あ る が 、 そ の 理

由 を 説 明 せ よ 。

問 五　 空 欄 ア か ら オ に 入 る 接 続 詞 を 次 か ら 一 つ 選 び 、 回 答 欄 に そ の 数 字 を 記 せ （ 重 複 不 可 ） 。

　 　 １　 と こ ろ が　 　 　 ２　 た だ し　 　 　 ３　 ま た　 　 　 ４　 つ ま り　 　 　 ５　 た と え ば
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問 六　  次 の ア 〜 エ は 空 欄 Ⅰ に 入 る 文 章 で あ る 。 意 味 の 通 る 文 章 に な る よ う ア 〜 エ を 並 べ 替 え て

解 答 欄 に 記 せ 。

ア　  し た が っ て 、 「 発 ガ ン 性 が あ る と し て も 、 き わ め て 低 い 可 能 性 」 と は い え て も 「 発 ガ ン 性 が 絶 対

に な い 」 と は 、 ど ん な デ ー タ を も っ て し て も 断 言 で き な い の で あ る 。

イ　  身 の 回 り の す べ て の 物 事 に リ ス ク が あ る と い う 考 え は 気 持 ち の よ い も の で は な い か も し れ な い

が 、 そ の 考 え 方 を 受 け 入 れ 、 予 期 さ れ る 被 害 の 程 度 に 応 じ て 対 策 を 実 施 し て い く ほ う が 、 被 害 が

顕 在 化 し て は じ め て リ ス ク の 存 在 を 認 め て 対 処 し よ う と す る よ り も 安 全 な 社 会 を 実 現 で き る 。

ウ　  そ も そ も 、 ど ん な も の に つ い て で あ れ 「 絶 対 に 安 全 で あ る 」 こ と を デ ー タ に よ っ て 証 明 す る こ と

は 原 理 的 に 不 可 能 で あ る 。 あ る 化 学 物 質 に 発 ガ ン 性 が あ る か も し れ な い と 指 摘 さ れ た と し て 、

一 万 匹 の 被 験 体 で 動 物 実 験 し て 、 統 計 的 に そ の 物 質 に よ る 発 ガ ン 率 の 増 加 が 認 め ら れ な く と も 、

そ れ は あ く ま で そ の 一 万 匹 の 結 果 に す ぎ ず 、 別 の 一 〇 万 匹 を 対 象 に 実 験 し た ら 検 出 さ れ る と い う

可 能 性 は ゼ ロ で は な い 。

エ　  こ の よ う に 安 全 サ イ ド に 立 っ て 、 す べ て の こ と が ら に は リ ス ク が あ る と い う 前 提 の 下 に リ ス ク の

大 き さ を 評 価 し 、 対 策 を 講 じ よ う と し た 場 合 、 一 切 の リ ス ク を 受 容 し な い と い う 原 則 で は 、 何 も

食 べ ら れ ず 、 飲 め ず 、 ど こ に も 移 動 で き な い こ と に な る 。

第 三 問　 次 の 文 章 を 要 約 し て 、 大 意 及 び 自 ら の 考 え を 二 百 字 以 内 で 記 せ 。

 　 二 〇 二 三 年 に 開 催 さ れ た 野 球 の 世 界 大 会 「 ワ ー ル ド ・ ベ ー ス ボ ー ル ・ ク ラ シ ッ ク （ Ｗ Ｂ Ｃ ） 」 。 日 本

代 表 「 侍 ジ ャ パ ン 」 は 激 戦 を 勝 ち 抜 き 、 決 勝 へ と コ マ を 進 め ま し た 。 相 手 は 、 メ ジ ャ ー リ ー ガ ー の 中

で も 屈 指 の ス タ ー 選 手 を そ ろ え た 強 敵 ・ ア メ リ カ で す 。

　 大 一 番 を 前 に し た ミ ー テ ィ ン グ で 、 栗 山 英 樹 監 督 か ら コ メ ン ト を 促 さ れ た 大 谷 翔 平 選 手 は 、 「 僕 か

ら は 、 一 個 だ け ･･････ 」 と 前 置 き し 、 メ ン バ ー に 対 し て 次 の よ う に 語 り か け ま し た 。

　 「 憧 れ る の を や め ま し ょ う 。 （ 中 略 ） 野 球 を や っ て い れ ば 誰 し も が 聞 い た こ と あ る よ う な 選 手 た ち が

い る と 思 う ん で す け ど 。 今 日 一 日 だ け は 、 憧 れ て し ま っ た ら ね 、 超 え ら れ な い ん で 。 僕 ら は 今 日 超 え

る た め に 、 ト ッ プ に な る た め に 来 た ん で 、 今 日 一 日 だ け は 、 彼 ら へ の 憧 れ を 捨 て て 、 勝 つ こ と だ け 考

え て い き ま し ょ う 。 さ あ い こ う ！ 」

　 私 た ち の 脳 に は 、 尊 敬 や 憧 れ を 抱 い た 存 在 に 対 し て 「 追 い つ こ う 、 追 い 越 そ う 」 と 頭 で は 考 え て い

て も 、 「 追 い 越 し て は い け な い 」 と ブ レ ー キ が か か っ て し ま う 特 徴 が あ り ま す 。 大 谷 選 手 は そ の 脳 の

特 徴 を 知 っ て い た か ら こ そ 、 ア メ リ カ と の 一 戦 を 前 に 、 チ ー ム の 皆 に 、 先 ほ ど の 言 葉 を か け た の で す 。

　 そ れ は 、 侍 ジ ャ パ ン が 掲 げ た 「 世 界 一 」 と い う 目 標 、 「 夢 や 元 気 、 勇 気 を 与 え る プ レ ー を し 、 野 球
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の 楽 し さ 、 素 晴 ら し さ を 次 世 代 に 伝 え る 」 と い う 目 的 を 、 決 戦 前 に 今 一 度 チ ー ム 皆 で 共 有 し 、 チ ー ム

の 士 気 を 高 め る の に 有 効 だ っ た と 、 白 井 ヘ ッ ド コ ー チ も 話 し て い ま し た 。

　 結 果 、 日 本 が ア メ リ カ を 三 対 二 で 下 し て 世 界 一 に 輝 い た の は 周 知 の と お り で す 。

　 ス ポ ー ツ や 勉 強 、 仕 事 に 取 り 組 む 過 程 で 、 人 と 比 べ て 落 ち 込 ん だ り 、 羨 望 や 妬 み を 抱 い た り す る 方

は い る と 思 い ま す 。 は た か ら 見 る と つ ま ら な い 悩 み の よ う に 思 え て も 、 当 の 本 人 に と っ て み れ ば 、 人

と の 差 に 苛 ま れ 、 コ ン プ レ ッ ク ス を 抱 く の は つ ら い こ と 。

　 そ の よ う な 相 談 を 受 け る こ と も 多 く あ る の で 、 気 持 ち は よ く 理 解 で き ま す 。

　 人 と 比 較 し て 悩 み 、 落 ち 込 む こ と 自 体 を ダ メ だ と 言 う つ も り は あ り ま せ ん 。 む し ろ 「 あ の 人 と 比 較

し な い よ う に 」 「 落 ち 込 ま な い よ う に 」 と 拒 絶 し 、 そ こ か ら 逃 れ よ う と す れ ば す る ほ ど 、 ま す ま す 「 比

較 す る 」 「 落 ち 込 む 」 方 向 へ と 意 識 が 強 ま っ て し ま い ま す 。

　 と い う の は 、 私 た ち の 脳 に は 「 意 識 を す れ ば す る ほ ど 思 い を 強 め て し ま う 」 特 徴 が あ る か ら で す 。

だ か ら 、 自 分 の こ と を 無 理 に 否 定 し よ う と は せ ず に 、 ま ず は 「 人 と の 比 較 に 悩 む 、 そ ん な 自 分 も い る

ん だ 」 と 、 あ り の ま ま の 自 分 を 一 旦 受 け 入 れ て み る と よ い の で す 。

　 他 人 の こ と は コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き な い の で 、 自 分 で コ ン ト ロ ー ル で き る こ と に 意 識 を 向 け

て 専 念 す る 。 そ う す れ ば 、 「 次 に 何 を し よ う か 、 ど う 行 動 し よ う か ？ 」 な ど と い っ た 未 来 志 向 の 建 設

的 な 考 え が 生 ま れ や す く な り ま す 。

　 そ れ で も 、 人 と の 比 較 に 悩 み 、 マ イ ナ ス の 感 情 に と ら わ れ て し ま う 人 は い ま す 。 そ の よ う な 人 に

対 し て 、 私 は 次 の よ う に 尋 ね る よ う に し て い ま す 。

　 「 あ な た は 将 来 、 ど う な り た い で す か 。 ど ん な 自 分 で あ り た い で す か 」

　 「 社 会 的 な 成 功 （ な り た い 自 分 ） 」 と 「 人 間 的 な 成 功 （ あ り た い 自 分 ） 」 を 明 確 に し 、 人 生 の 目 標 ・

目 的 を 再 確 認 し て も ら う の で す 。

　 そ の う え で 、 さ ら に 次 の よ う に 尋 ね ま す 。

　 「 で は 、 そ の よ う な 『 あ り た い 自 分 』 『 な り た い 自 分 』 を 実 現 す る た め に 、 今 、 比 較 対 象 と し て 見 て

し ま う 人 と 比 べ る こ と に 、 ど の よ う な 意 味 が あ る と 思 い ま す か ？ 」

　 す る と 、 大 半 の ケ ー ス で 「 人 と 比 較 す る こ と は 、 ま っ た く 意 味 は な さ そ う で す ね 」 と い う 答 え が 返

っ て き ま す 。

－ 37－

［国－6］

国　

語



　 そ れ で も 「 ど う し て も 人 と 比 べ て し ま う 」 と い う 人 に は 、 「 自 分 よ り そ の 人 の 方 が 優 れ て い る と 思

う 点 」 を 具 体 的 に リ ス ト ア ッ プ し て も ら い ま す 。 同 時 に 、「 そ の 人 よ り 自 分 の 方 が 優 れ て い る と 思 う 点 」

も 書 き 出 し て も ら い ま す 。

　 そ う し て 、 そ れ ぞ れ の リ ス ト を 並 べ て み る と 、 「 え 、 こ ん な こ と で 悩 ん で い た の か 」 「 確 か に 劣 っ て

い る 面 は 多 い け れ ど 、 こ う し て 見 て み る と 自 分 が 優 れ て い る 面 も あ る じ ゃ な い か 」 な ど 、 さ ま ざ ま な

気 づ き が 得 ら れ ま す 。 そ し て 、 自 分 の 目 標 や 目 的 を 思 い 返 し な が ら 「 今 、 こ の 人 と 比 べ て い る こ と な

ん て 別 に ど う で も い い 。 悩 ん で い る だ け 損 じ ゃ な い か 」 と 気 づ く こ と が で き る の で す 。

　 「 事 実 と い う も の は 存 在 し な い 。 存 在 す る の は 解 釈 だ け で あ る 」

　 ド イ ツ の 哲 学 者 、 フ リ ー ド リ ッ ヒ ・ ニ ー チ ェ が 遺 し た 有 名 な 言 葉 で す 。

　 コ ッ プ に 水 が 半 分 入 っ て い る の を 見 て 「 ま だ 半 分 も 入 っ て い る 」 と 思 う か 、 「 も う 半 分 し か 残 っ て

い な い 」 と 思 う か 。 物 事 自 体 に は 何 の 意 味 も つ い て い な い の に 、 そ の 物 事 に 対 す る 解 釈 の 仕 方 次 第 で 、

気 持 ち は プ ラ ス に も マ イ ナ ス に も 振 れ る も の で す 。

　 人 が 自 分 よ り 勝 っ て い る よ う に 見 え て も 、 そ れ は あ る 一 つ の 解 釈 の 仕 方 に す ぎ な い ― ― そ う 受 け 止

め る こ と が で き れ ば 、 コ ン プ レ ッ ク ス に 思 い 悩 む こ と な く 、 自 分 の で き る こ と に 意 識 を 向 け 、 目 標 や

目 的 を ま っ す ぐ 見 つ め る こ と が で き る の で は な い で し ょ う か 。

（ 吉 岡 眞 司　 『 強 い チ ー ム は な ぜ 「 明 る い 」 の か 』 第 ４ 章　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

「 苦 し い 時 に 絶 大 な 効 果 を 発 揮 す る 「 魔 法 の ポ ー ズ 」 」 よ り　 　 一 部 表 記 を 改 め た ）
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